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抄 録 ；
．
ド顎 骨 の 骨延 長術 （distractioll　osteogenesis ；以

後 DOG ）は 小下 顎症 に対 す る 治療法の 1 つ と し て 用 い ら

れ て い るが，その 後 戻 りにつ い て は明 らか で な い ，本研

究で は，片側
1
ド顎骨体 に DOG を 適 用 し た 小下顎症 を

伴 っ た顔 面非 対 称 の 1例 に っ い て 術 後 4 年 間 の 後 戻 りの

経過 を 報告す る．

　 症 例 は初診 時 　 　 　P　 で，主訴 は オ トガ イ の 右 偏 と

後退で あ っ た．　　　　　　 に 右側顎関節強直症 に 対 し

て 授動 術 を受 け て い た．下顎 骨 の 成 長 促 進 を 日的 に，

　　 ま で FKO と Jasper　Jumper を使用 し た が 改善 さ れ

なか っ た．　 　 　 ，片側 下 顎骨 体 に DOG を適 応 す る こ

と と し，右側下顎角部に 骨切 りを行い ，下顎骨体に 平行

に 延 長 器 を装 着 し た．術 後 11 日 目 よ り 36 日 間延 長 を

行 っ た ．右側下 顎骨 体 は 16．7mm 延 長 さ れ ，オ トガ イ は

前 方 へ 11．3mm ，正 中 へ 13．Omm 移 動 した．また，下 顎

体 は 左側下顎頭 を支点 と し て 左方 へ 回転 し た た め，右側

臼歯 部 は 開咬 とな っ た．延 長終了 6 カ 月後 に は 右 側 下顎

骨体長は 1．21nm （7．2％）減少 し，オ トガ イ は 右 方へ 1．9

mm （14．6％ ）後戻 りして い た．延 長 終 了 4 年後 で は，右

側
一
ド顎骨体長 は 1．7mm （10．2％）減少 し，下顎 体 は 左側

下 顎 頭 を支 点 と して 右 方 へ 同転 して い た た め ，オ トガ イ

は右方 へ 2mm （15．4％）後戻 りし，顔 面 非対称 は わ ずか

に再 発 したが，オ トガイ の 前 後 的位 置 は 安 定 して い た．

　以．ヒか ら，下 顎骨体の 片側性の 延 長 に よ る下顎 体の 左

方 回転 が，早 期 に 下顎 体 の 右方 同転 と下 顎 骨 体 長 の 後戻

り を生 じ さ せ た 可能性が 示唆 さ れ た．

　　　　　　 （Orthod．　Waves 　60（1）：46 〜55，
2001 ）

Mandibular 　distraction　and 　its　relapse 　in
afacial 　asymmetry 　case 　with 　microgenia

Abstract ：This　paper 　 reports 　the 　application 　 of　dis−

traction　osteogenesis （DOG ） at 　the　right 　mandil 〕ular

b〔｝dy　in　a　facial　asymmetry 　case 、with 　microgenia 　and

itS　relapSe 　SeqUenCe ．

　Patient　was 　 all　　　　　 girl　 with 　complaints 〔，f
thc　right 　side 　deviation　and 　retrusion 　of　the　chin ，　She

had　a　history　of 　ankylosis 　of 　the　right 　TMJ 　which 　was

surgica ］ly　 mobilized ．　 FKO 　 and 　Jasper　Jurnper　 were

applied 　tQ　accerelate 　the　rnadibular 　growth ，　but　no

good　 result ．　At　　　　　　 ，unilateral 　 mandibular

body　osteotorny 　was 　perfor 且ned 　just　medial 　 to　the

right 　mandibular 　angle ．　A 　distractor　was 　placed　par．

aliel　to　the　mandibular 　body　a ［ld 　elongated 　for　36
days．　 The 　 right 　 mandibular 　 body 　 length　 increased

工6．7mm ，　 which 　 moved 　 Pogonion　 lし 3mm 　f｛，rward

and 　rnenton 　13．Omm 　midward ．　At　the　same 　time ，　the

mandible 　rotated 　leftward　on 　the　left　TMJ 　to　cause

openbite 　in　the　right 　molars 　region ．　At 　6　 months 　 after

DOG ，　the　right 　mandibular 　body　length　decreased　l．2
mm 　and 　Menton 　 Lnoved 　1．9mm 　 rightward ，　After　4

years ，　thc　rotation 　Qf 　mandible 　returned 　to　the　middle

and 　the　 right 　rnandibular 　body　length　decreased　l．7
m ［n，than 　Mentoll　rnoved 　2．Omrn 　rightward 　with ｛）ut

antero
−
posterior　relapse 　of 　Pogonion ．

　 It　was 　suggested 　that　unilateral 　DOG 　of　mandibular
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body　caused 　the　lateral　 rotation 　of 　mandible ，　 which 　　decrease　the　rnandibular 　body　length　unilaterally ．

might 　 cause 　 the　 lateral　 relapse 　 Qf 　 Pogonion　 and 　　　　　　　 （Orthod．　Waves 　60 （1）：46 〜55 ，2001 ）

緒 言

　小下顎症 に 対 し て ，下顎枝矢状分割術 を用 い て 下顎

骨体 を 前方移動 す る と 後戻 りが 大 き い と さ れ て い

る
1−‘）．顎骨 の 固定 に ，ス ク リ ュ

ーや ミニ プ レ ートを 用

い て も 20％程度の 後戻 りが あ る
5・6｝．こ の た め 小下顎症

に 対 し て は ， 成長期 に 下顎骨 の 成長 を 促進 す るか ， 成

人 期 に オ トガ イ 形成術 を併用 し て 顔貌 を整 え る 方法 が

多 く用 い られ て き た
7〜’°｝．一方，McCarthy ら

11 ）が 下顎

骨 に 導入 し た 骨延長術 （distraction　osteogenesis ，以

後 ，
DOG ）で は ， 骨 量 を 増大 さ せ な が ら 10　mm 以 上 の

延長 が 可能 で
12 ），後戻 り が ほ と ん ど な い と さ れ て い

る
13・1‘｝．こ の た め DOG は，顎顔面領域 に お け る再建法

と し て 多 くの 関心 を集 め て い る
15”’18 ＞．

　最近 ， 片側下顎骨体 の DOG 症例 に お い て ， オ トガ イ

が 側方 へ 20〜38％後戻 り し た
19 〕，あ る い は 下顎骨体長

が 30〜40％後戻 りした
2° 1と報告 され て い る．下顎枝 の

DOG 症例 に お い て は，片側性 あ る い は 両側性 に 延長 し

た 5例で 1年後 に 下顎枝高 が 平均 5．71nm （56％）減 少

した
21｝，あ る い は 下顎枝 を前下方 へ 延長す る と垂 直的

に は ほ とん ど後戻 りした
22 ）と報告 さ れ て い る．

　顎顔面領域 に お け る DOG の 適応 は 今後増大 す る と

考 え られ るた め ， そ の 後戻 りの 検討 は 重 要 で あ る．そ

こ で ，片側性 に 下顎骨体 の DOG を適 用 した 小 下 顎 症

を伴 っ た顔面非対称 の 1例 に つ い て，治 療術式 ， 治 療

経過 な ら び に 術後 4 年間 の 後戻 りの 経 過 を 報告 す る．

症 例

1 ．症例 の 説明

　症例は初診時　　の 女子 で ，オ トガ イ の 右偏 と後退

を 主 訴 と して 鹿児島 大 学歯学部 附 属病 院 矯 正 科 を受 診

した．　　 に オ トガ イ の 右偏 を 主訴 に 本院 口 腔外科

を受診 し，右側顎関節強直 症 と診 断 さ れ た．

　　 に 同科で 顎 関節授動術 を受 け，そ の 後経過観察 を

続 け て い た が ，　　 に オ トガ イ の 右 偏 と後 退 の 治 療

の た め矯 正 科 を紹介 さ れ た もの で あ る ．

　初診 時の 顔貌 で は，オ トガ イ の 右偏 と顕 著 な後 退 が

認 め られ た （図 1）．顔面 正 中 に 対 し て 上顎歯列正 中は

3mm 右偏 し，下 顎 歯 列 正 中 は 7mm 右 偏 し て い た．

Overjet　l　l　mm ，
　 overbite 　3．5mm で ，左側第

一
大 臼

歯 は 鋏状咬合 で あ っ た．頭 部 X 線規格 写 真 で は，右 側

下顎 枝 と 下 顎 骨 体 の 短小，右側下顎頭 の 形成不全，お

よび オ ト ガ イの 8mm の 右偏 が 認 め られ た．下 顎 左 側

側切歯 は先 天 欠損 ， 左側犬 歯 は 下顎正 中部 に 埋伏 し て

い た ．以上 か ら，小 下 顎 症 と顔 面 非対称 を伴 っ た 上 顎

前突 と診断 した ．

図 1　初診時の 顔貌 と咬合
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II．長期治療計画 と 第 1期治療の 経過

　第 1期 治 療 と して ，咀 嚼訓練 を 行 っ て 下 顎 の 成長 を

促 進 す る と同時 に オ トガ イ の 左 方 誘導 を試 み る こ と と

した ．第 2 期治 療 で は，マ ル チ ブ ラ ク
ー

ッ ト治療 の み に

よ っ て 咬 合 を整 え る か ，オ トガ イ の 後退 と 右偏 が 強 く

残 っ て い れ ば、外科的矯 正 治 療 を行 う こ と と した ．

　ま ず，下 顎 の 成 長 促 進 を行 っ て オ トガ イの 右 偏 と後

退 を改善 す る た め，　　　　 ま で FKO ，
まで 亅asper 　JUmper を使 用 し た．こ の 結果，左側 臼 歯

部 の 咬合は改 善 した が，オ トガ イの 右偏 と後 退 は 改 善

され な か っ た．そ こ で 思 春期 成 長 の ス パ ー
トが 終 了 す

る の を待 っ て，ド顎 骨 体前方移動術，骨移植 お よ び オ

トガ イ形 成術 を含 め た 外科的 矯 正 治 療 に よ りオ トガ イ

の 右偏 と後退 な らび に 咬合の 改 善 を行 う こ と と し た ．

図 2 の パ ノ ラ マ X 線写 真

な お ， 下顎 の 左側犬歯 と右側第二 小 臼 歯 は埋 伏 して お

り（図 2），萌出余地 が な か っ た た め 12歳時に 摘出し た．

III．右側下顎骨体 の DOG

　 l．術前 の 症例 分 析

　正 貌 で は ， オ トガ イ の 右偏 と口裂 の右 上 が り傾斜 を

含 む 下顔面 の 非対称 が 認 め られ た．側貌 で は，オ トガ

イの 顕著な後退 と上唇 の 突出，下唇 の 翻 転 が 認 め られ

た．オ トガ イ は 開 ［ 時 に さ ら に右方 へ 偏位 した が，咀

嚼 お よ び嚥下 に は 特 に 問題 が な か っ た．咬合で は，上

顎 歯列 と下顎歯列 の 正 中 は顔面 正 中 に対 して それ ぞ れ

3mm と 5．5mm 右偏 し ，
　 o ▽erjet 　14　mm ，　 overbite 　6

mm で あ っ た が ， 両側臼歯部 は 緊密 に咬合 し て い た

（図 3），側面 頭部 X 線規格写真 に よれ ば，右側 の 下顎

枝高 は 短 か く，下 顎 角 は 左 側 に 比 べ て 141nm 上 方 に

あ り，下 顎 骨 体 も短 か く，ANB 　 13．5e，　 UltoFH
l19，5

」
，　 LltoFH39 ．2eで あ っ た．正 面頭部 X 線規格

写真 に よれ ば，顔 面 の 水 平線 （Lo −Lo） に 対 ｛．．て 咬 合

平 面 （OP ）は 6
°
右．　Lが り に 傾斜 し て い た が，」二顎歯槽

基底部 （J−J）は ほ ぼ水 平 で あ っ た ．両側下顎角を結 ぶ
’r面 （Go−Gの は 4

’
右上 が りに 傾 斜 し ， オ トガ イ （Me ）

は 顔面 の 正 中 （MS ） に 対 して 13．Omm 右偏 し て い た

（図 4，表 1＞，三 次 元 CT 画像 で 確認 す る と
， 右側 の 筋

突 起 は 形成 さ れ て い た が ，関 節 突 起 は 下顎頸部 に 相当

す る部 位 まで しか な く，下顎頭 は 認 め られ な か っ た （図

5）．

図 3　骨延 長前 の 顔 貌 と咬合

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Orthodontic Society

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Orthodontio 　Sooiety

小 下顎 症 を伴 っ た 顔 面非 対 称 の 1例 に お け る下 顎 骨延 長 術 と後戻 り　　 49

図 4　骨延 長前 の 頭 部 X 線規格写真 トレ
ー

ス と基 準点，基 準平面 お よび

　 　 　計 測 項 目

ぐ 側 面頭 部 X 線規 格 写真〉

　基準平面 ：FH ；フ ラ ン ク フ ル ト平面，　 SV ；S を通 る FH の 垂線

　 　 　 　 　 　MP ；下 顎 下 縁 平 面

　 計 測項 目 ：∠ SNA ，∠ SNB ，∠ ANB ，∠ MP 　to　FH ，∠ Ulto 　FH ，
　 　 　 　 　 　 ∠ Llto 　FH ，　 Go −Me ，　 Cd−Go ，　 Pog 　to　SV

〈 正 面 頭部 X 線規 格 写 真〉

　基 準 平面 ：MS ；NC を通 る L ｛レ
ーL〔｝の 垂線 （正 中線 〉，　 OP ；咬合平 面，

　　　　　　Go −Go ；左右下顎 角 を結ぶ 平面

　計 測 項 目 ： ∠ J−Jto 　MS
，

∠ OP 　to　MS
，

∠ Go −｛｝o 　to　MS
，
　MS 　t〔D　Me

表 1 頭 部 X 線規 格 写真の 計 測 値

副 測項 目
　 　 　 　 　 　 　 　 　 MB 治療 中　 　MB 終 了 時 　 　保 定終 了後
延 長 前 　延長 終 了 時

側面 頭 部 X 線規 格 写 真

∠ SNA 　　　　　 「
’
］

∠ SNB 　　　　　 『 ］

∠ ANB 　 　 　 　 　 L’1
∠ MP 　to　FH （r）

∠ MP 　to　FH （1）

∠ UltoFH
∠ LltoFH

Go −Me （r）

GQ−Me （1）
Cd −Go　（r）

Cd −G 〔〕 （D
Pog 　to　SV

］

］

］
−」

『

［

『

『

［mm ］

［mln ］

［mm ］

［mm ］

Imm］

80．466
．913

，540
．030

．5119
．539
．256
．142
．641
，968
、135
．5

80．472
．1

　8．339
．034

．〔｝

lI8．045
．072
．849
．240
．069
，246
．8

80．472
．4

　8．044
．731

．8110

，045
．071
，651
．036
．671
．047
．9

80．072
．0

　8．044
．932
．9106

．043
．571
．350
，236
．571
．046
．8

80．072
．0

　 8．044
．932
．9106

．043
．571
．150
，036
，571
．146
．8

正 面頭 部 X 線規 格 写 真

∠ J　Jt 〔〕 ．）vlS
∠ OP 　to　 MS
∠ Go−Go 　to　MS

rvIS　to　Nle

　［
’
］

　［
⊆
］

　［
’

］

［mm ］

90．596
．094
．013
．0

90．5

匚
θ

0209

ge．590
．093
．51
．9

90．39L593

．72

．O

90 ．391

，593
．72

．0

（ ） 内 の 数 字 は そ れ ぞ れ 延 長終 了か ら の 期 間 を 示 す，
　 　右 側 臼 歯部 が 開 咬 と な っ た た め 計 測 で きず．

　 2 ．DOG の 治療計画

　本症例 で は，オ トガ イ の 右偏 と後退 の 主因が 右側
一
ド

顎骨体 の 短 小 に あ る こ とか ら，こ の 延長 を 手術目標 と

した．顔面骨格 の CT 画 像 データ か ら三 次元模型 を製

作 し て シ ミ ュレ ー
シ ョ ン を行 っ た．骨切 り線 と し て 右

側下顎枝前縁 と下 顎 骨体 の 交 点 か ら下 顎 角の 5mm

N 工工
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図 5　右側 顎 関節部の 三 次元 CT 画 像

図 6 三 次 元模型 に お け る 骨延 長の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

前方 に 至 る 線 を 設 定 し，こ の 部 で 16mm の 骨 延 長 を

行 う と，オ トガ イ は 左方 へ 13mm 移動 し て 右偏 は 解

消 し，前方 へ は 12mm 移 動 す る （図 6）．オ トガ イ の 後

退 は 残 る が ，こ れ は マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト治療 で 上顎前歯

を舌側 へ 移 動 して 代 償 的 に 改 善 す る こ と と した．骨 の

延 長 量 が 16mm と 大 き くて 後戻 り が 懸 念 さ れ た た

め ，手術 の 術 式 に つ い て 口 腔 外 科 と合 同 で 検 討 した 結

果，10mm 以 上 の 延 長が 可能 で 後戻 りが 少 な い と さ れ

て い る DOG を適 用 す る こ と と した ，

　 3 ．DOG と術後矯正 治療 の 経過

　全身麻酔 下 で 右 側
．
ド顎 角 の 5mm 前 方 で 下 顎 骨 体

に 垂 直 の 骨切 りを行 い ，同側の 下顎骨体 に 平行 に ホ フ

マ ン ミ ニ 延 長 器 （Ilowmedica ，　L　202　V ） を 装 着 した．

術後 11 日 目 よ り 1 日 0，5mm あ る い は 1，0mm の 速

度 で 下顎骨体 を延 長 し，47 日 目 に は顔 貌 が ほ ぼ 対 称 に

な り，延 長 器 の 最 大 延 長 量 で あ る 25mm に 達 した の

で 骨延長 を終 了 した．な お，骨 延 長 20 日 目 に は 開 口 量

が
一
横指 に まで 減少 し て い た が ，骨延長終了 3 週後 に

は 術前 の 開 口 量 に 回 復 した．

　引 き続 き上 顎 両側第
一…小 臼歯 を抜歯 し，マ ル チ ブ ラ

ケ ッ ト治療 に よ る 上 顎前歯 の 舌側移動 と上 下 顎 右 側 臼

歯 の 挺出 を開始 した．た だ し上 下顎 右側 臼歯 の 挺i出 に

は ，下顎体 の 右方へ の 後戻 りを 防 ぐた め，顎 問 ゴ ム は

使 用 せ ず，主 線 の 調節の み で 行 っ た．骨 延 長終 了 2 カ

月後 に ，延長器 は 撤去 して 同部 を ミニ プ レ ートで 固定

し，1 年後 に ミ ニ プ レ ー
トを撤 去 した ．マ ル チ ブ ラ ケ ッ

ト治療 の 期間 は 1 年 6 カ 月 で ，そ の後保定 を 1 年 6 カ

月行 っ た．

　 4 ．DOG に よ る 変化 と術後 の 後戻 り

　骨 延 長終 了 時，正 貌 で は，オ トガ イ は顔 面 の 正 中 に

一
致 し，口 裂 は 水平 と な っ た ．側貌 で は，オ トガ イ は

前 進 し て い た が 後 退 が残 っ て い た．咬 合 で は，顔面 正

中 に 対 し て 上 顎歯列正 中 は 1mm 右偏 し ，下顎歯列正

中 は 1．5mm 左 偏 して い た ．　 overjet 　7　mm ，　 overbite

smm ，右側 臼 歯部 は 開咬 と な っ た （図 7＞．側面頭部 X

線 規 格 写 真 で は，右 側下 顎 骨 体 長 （Go −Me （r））は 16．7

mm 増大 し，右側下顎枝 は 右側下顎頭 を 支点 と して 後

方 へ 回 転 し た が ，Pog は 前 方 へ 11，3mm 移 動 し て

ANB7 ．2uと な っ て い た ．正 面頭部 X 線規格写真で は，
Me は 正 中 へ ／3．Omm 移 動 し て い た が ，延 長 部 よ り前

方 の 下顎下縁 は 下降 し，下顎体 は 左側下顎頭 を 支点 と

し て左 方 へ 回 転 して い た ．こ の 結 果，Go −Go 平 面 の 傾

斜 （∠ Go −Go 　to　MS ）は 1．5減 少 し た （図 8，表 1，2）．

　 骨 延 長 終 了 6 カ 月 後，overjet 　5、5　mm ，　overbite 　4．5

mrn に 減少 し、右側 臼 歯部 も 咬合 し て OP は 水平 と

な っ た．右 側 Go −Me は 延 長 終 了 時 よ り 1．2mm 減 少，
∠ Go−Go 　to　MS は 93．5

°
に 増加 し，　 Me は 1 ．9mm 右

方 へ 後戻 り して い た が，ANB 　8
°
で Pog の 前後的 位 置

は 安 定 し て い た （表 L2 ）．

　骨 延 長終 了 1 年 6 カ 月 後 （マ ル チ ブラ ケ ッ ト治 療終
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図 7　骨延 長終了 時の 顔 貌 と 咬合

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．．．骨延長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 骨 延長

図 8　骨 延長 前 後 の 頭部 X 線 規 格写 真 トレース の 重 ね合わ せ

　　　　　　　
…

骨切 り線　→ 骨の 延 長方向

表 2　骨延長に よる 下顎骨の 変化量 と後戻 り

後戻 り量 ！後戻 り率
計 測 項 目 変 化量

（6 カ 月 後） （1 年 6 カ 月後 ） （4 年後）

Go −Me （r）

Pog 　to　SV

MS 　to　Me

∠ Go −GQ 　to　MS

［mm ］

［mm ］

［mm ］

　［
’
］

16．7　　　　　　1．2／7，2％
11．3　　　

− 1．0／− 8．8％
13，0　　　　　　1．9／14．6％
1．5 　　　　　1，0／66．7％

1．5／9．0％　　　　1．7／10．2％

　　 0／0％　　　　 010％

2．0！15．4％　　　　2．0115．4％
1．2／80．0％　　　　1．2／80．0％

（ ）内の 数字 は そ れ ぞ れ 延長終了 か ら の 期間を示 す．
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図 9　骨延 長終 了 4 年後の 顔貌 と咬合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 骨 延 長

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 骨延 長

図 10　骨 延 長終 了時 と 4 年後の 頭部 X 線規格写真 トレ
ー

ス の 重ね合わ せ

了 時〉，OP は 1．5
”
A
−
．ヒが りに 傾斜 し，〔，verjet 　2　mm ，

overbite 　2．5mm と な っ て い た ．咀 嚼 お よ び嚥下 に は

問題 は な い が，開 口 時の オ ト ガ イ の 右方偏位 は わ ず か

に 残 っ て い た．右 側 Go 　 Me は 延 長 終 了 時 よ り 1．5

mm 減少，∠ Go−Go　t（，　MS は 93．7nに 増 加 し，　 Me は

2mm 右 方へ 後戻 り し て い た が ，　 ANB 　8
°
で Pog の 前

後的位置 は 安定 し て い た （表 L2 ）．

　 骨 延 長 終 了 4 年後 （保 定 終 了 1年後），正 貌 で は ，オ

ト ガ イ は わ ず か に 右偏 して い た が，凵 裂 は 水 平 で あ っ

た．側 貌 で は，オ トガ イの 位 置 に 変化 は な か っ た ．咀

嚼 お よ び 嚥下 に 問題 は な い が ，開 口 時 の オ ト ガ イ の 右

方 偏 位 は わ ず か に 残 っ て い た ．咬 合 は，overj 　et　2　mm ，

overbite 　2．5mm で 安定 して い た （図 9）．右側 Go−Me

は骨 延 長 終 了 時 よ り 1．7mm 減 少，延 長 部 よ り前方 の

下 顎下縁 は 上 昇 し，下顎体 は 左 側下顎頭 を支点 と して

右 方 へ 回 転 して い た．こ の 結 果 ，∠ Go −Go 　to 　MS は

93．7
’
に 増加 し，Me は 2mln 右方 へ 後戻 り し て い た

が，右側 下 顎 枝 は 右 側 下 顎 頭 を 支点 と し て 前方 へ 回転

し た た め ，ANB 　8 で ，オ トガ イ の 前後的位置 は 安定し

て い た （図 10，表 1，2）．
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考 察

1 ．DOG の 治療経過 に つ い て

　顔 面 非対称 を 伴 う小 下顎症 に 対 し て ，Kaban ら
7 〕，

McCarthy ら
23 〕，　Ilarvoldら2”〕は，成長 期 に は機能的顎

矯 正 装 置 を 用い た 下顎 骨 の 成長促進を行 っ て 非対称 の

改善 を行 う と して い る．しか し，こ れ らの 方 法 に よ っ

て，下 顎 骨 の 成長 を効 果 的 に 促 進 す る こ と は 難 し

い
25・2fi，．本症例 に お い て も，成長期 に FKO と Jasper

Jumperに よ る
一
ド顎 骨 の 成長促進 を行 っ た が ， 効果 は

ほ とん ど得 ら れ ず，　　　 に は オ トガ イ の 右偏 と顕 著

な 後退 が 残 っ て い た．成人 期 に 適応す る 治療 法 と して

は，下顎枝矢状分割術 を用 い た 下 顎 骨 体 の 前方 移勤術

が 行わ れ て き た ．しか し，後 戻 りが 大 き く
1”6），また 下

顎枝矢状分割術 に よ っ て 下顎 骨 体 を前 方 へ 10mm 以

上移動 す る こ と が 困 難 で あ るた め，オ トガ イ 形 成術 を

併用 して 顔貌を整 えて い る の が 現状 で あ る
7”1°〕．一方，

下顎骨体 の DOG で は，骨 量 を増 大 させ な が ら 1〔）Inm

以 上 の 骨延長が 可能 な た め
11・12 ），オ トガ イ 形 成 術 を必

要 と せ ず，しか も後戻 り が ほ と ん ど な い と さ れ て い

る
T’・14 ｝．本症例 で は，右側下 顎 骨体 の 16mm の 延 長 が

必要 で あ っ た た め，術式 の 簡単 さ，術 後 の 安 定 性 の 点

か ら DOG を適用 した．

　下顎骨 の DOG に お い て ，延長器 ス ク リ ュ
ー

の 緩 み

や ピ ン の た わ み が 生 じ る の で，骨 が 実際 に 延 長 さ れ る

量 は ， 延長器上 の 延 長 量 の 約 4割 で あ る と さ れ て い

る
2’）．本症例で は，右側下顎骨体 の 延長 に よ っ て 顔貌 が

ほ ぼ対 称 とな っ た と き，側 面 頭 部 X 線規格写真 で 測 定

し た 下顎骨体 の 延 長 量 は 16．7mm で，術前 に 骨 延 長

の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン で 検討 した 量 とほ ぼ 等 し か っ た ．

こ の と き，延長器 上 で の 延長量 は 25mm で ，約 3割 の

ロ ス が あ っ た．骨 の 延長量 は，顔 貌 お よび 頭 部 X 線規

格写真 か ら確認 す る必 要が あ る と考 え られ た ．

　骨延長術 の 副作用 と して ，下顔面 に お け る 軽度 の 知

覚鈍麻が 報告 さ れ て い る
1‘）．本症 例 で は，延長中 に 下顔

面 の 知覚鈍麻 は な か っ た が ，骨延長 20 日 目 よ り軽 度 の

開 口障害 が 生 じた．下顎骨体 の 延 長 に よ り開 口 筋で あ

る顎 二 腹筋が 過度 に伸展 す る と さ れ て い る
2s・29 ）

の で ，
本症例 で も顎二 腹筋が 伸展 され た た め と考 え られ た．

II、下顎骨の後戻 り と原因に つ い て

　DOG で は 骨 の 延長 に 伴 っ て 周囲軟組織 も延長 さ れ

る の で
30），術後 の 後戻 りが ほ と ん ど な い と さ れ て い

る
13 ♪．Klein　and 　Howaldt’4 〕も，小 下 顎 症 の 9例 に 対

して 片側あ る い は両 側下顎 骨体 の DOG を行 い ，後 戻

りは ほ と ん ど な か っ た と して い る．本症例 で は，骨延

長 の 4年後 で も Pog 　t〔〕SV に 変化が な く，オ トガ イ の

位 置 は 前後的 に 安 定 して い た．

［mm ］
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葱鞍磐丶 　　醵

図 11 オ トガ イの 位置の 経時 変 化

　
一

方，片側 で 下 顎 骨 体 の DOG を行 っ た 症例 で は，オ

トガ イが 側 方 へ 20〜38％後戻 り し た
19 ｝，あ るい は下顎

骨体長が 30〜40％後戻 りし た
2 °）とい う報告 が あ る．本

症例 で も，右 側 下 顎 骨体長 が 1．7mm （10．2％ ）後戻 り

し，骨延 長 に よ っ て 左方 へ 回 転 した 下顎体 が術後 に 右

方へ 回 転 して 右 側 下 顎 下 縁 が 上 昇 し，オ トガ イ は右方

へ 2．（）mm （15．4％）後戻 り し て い た ．こ の こ と は，
DOG を 行 っ て もオ トガ イ の 側方移動 に は 後戻 りが あ

る こ と を示 唆 して い る．ま た 、 ド顎 枝 の 片 側 あ る い は

両側 の 延長 で は ，下 顎 枝高 の
’
ド均 5．7　inm （56％）の 減

少 や
2L 〕，垂 直 的 に ほ とん ど 後戻 り し た 例が 報告 さ れ て

い る
22 〕．本症例 で は 右側下 顎 枝 は延 長 しな か っ た が，そ

れ に もか か わ らず，延 長 後 に 右側下顎枝高が 5，4mm
減少 して い た．Fisherら 31 ）は ，犬 の ド顎 骨 体 の 骨延 艮

術 に お い て ，延 長 方 向 に 平 行 な顎 二 腹筋 に は 延 長の 初
期 に 萎縮 が 生 じた が す ぐに 回復 し た が ，延 長 方 向 に 直

行 す る 咬筋で は 蛋 自 合 成 が 低 下 して 同 復 が 認 め ら れ な

か っ た と し て い る．本症 例 に お い て も，咬 筋 と内 側 翼

突筋 は 骨 の 延長方向 に 直行 し て い た た め 延 長 さ れ ず，
そ の 張力が 術後 に 下 顎体の 右方回転 や 下 顎 枝高 の 減 少

を生 じ させ た と考 え ら れ た ．

　後戻 りの 時期 に つ い て，下 顎 枝矢状分割術 で 下 顎 骨

体を前方移動 す る と，舌骨上 筋群 や，
’
ド顎 骨 に 付着す

る結合組織 お よ び皮膚が 過度 に 伸展 さ れ ，そ れ ら が 顎

間固定中に オ トガ イ を後 方 へ 後戻 り さ せ る と さ れ て い
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る
2s ・32・33 ）．本症例 で は 後戻 りの ほ と ん ど は 術後 6 カ 月

以 内 に 生 じて い た （図 11）．こ の 期 間 は，延 長 器 あ る い

は ミ ニ プ レ
ー

トで 固定 を行 っ て い た の で ，右側下顎骨

体 の 延長 で 生 じた 下顎体 の 左方回 転 が，咬筋，内側翼

突 筋 を含 む 周囲軟組織 の 伸展 の た め に 早 期 に 下顎体 の

右方回 転 と下顎骨体長 の 後戻 り を生 じ させ た と考 え ら

れ た．ま た，こ の 期間 は ，右側 臼 歯部 が一
時的 に 開咬

に な っ た期間 と
一

致 し て お り，咬合 の 支持 の な か っ た

こ とが 後戻 り を可能 に さ せ た と 考 え られ た ．

　下顎骨延長 に よ る 咬合 の 変化 に つ い て は 報告 が な

い ．本症例で は ，右側 臼 歯部 は 術直後 に 開咬 に な っ た

が，マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト装置 に よ る上下顎右側 臼 歯 の 挺

出と右側下顎骨体 の 上 方 へ の 後戻 り に よ り，6 カ 月後

に は 改善 した ．前歯部被蓋 も上顎前歯 の 舌側移動 に よ

り改善し，保定終 了 1 年後 で も咬合 は 安 定 して い た．
こ れ は，咀嚼 お よ び嚥下 の 機能 が DOG 後 も良好 に 維

持 され て い た た め と 考 え られ た ．

　 本研 究 の 遂 行 に 多大 な ご助 言 を い た だ い た 鹿 児 島大 学 歯

学部口 腔外科学第
一
講座 ・杉原

一
正 教授，大久保章朗助手
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